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ように活性化エネルギーのみから比較できず，頻度因子項
と合わせた検討が必要になる．
さらに，貯蔵中の石炭層の昇温には，低温酸化反応によ
る発熱と石炭層の外部への放熱の熱バランスが影響する．
反応熱量の方が大きいと石炭層の温度が上昇し，自然発火
に至る ( 5 )．すなわち，自然発火の昇温挙動は石炭の物性
だけでなく，① 石炭層の形状 ②
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設置した．また，試験中の急激な昇温および火災発生に対
応するためにサイロの上部から石炭層へ多量の水を散布す
る設備を設置した．

3. 3ɹݧࢼର৅୸͓Αͼํݧࢼ๏

試験機サイロを用いた貯蔵試験は 2
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自然対流によって石炭層に空気が吸い込まれる現象を模
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